
◯貸出リスト（現在保有しているもの）

【労働安全関係】

内容 方式 時間

【内容】安全の基本ルールを守ることの
重要性、『繰返し災害』防止のため、守る
べき基本ルールには何があるのかを解
説

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ ２３分

【内容】怪我の重症度は低いが、頻度の
高い転倒災害にスポットをあてて、実際
にあった転倒災害の瞬間だけを再現し
て、身近に起こる転倒災害の恐怖を再認
識し、安全の基本を考える内容

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ １０分

【内容】解説編では、下半身の筋力強化
と柔軟性やバランスを高め、足関節の円
滑な働きを促す、５つの体操を紹介。実
践編では、これらの体操を映像と音楽に
乗せて、画像に合わせて連続して身体を
動かすことができる内容

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ ２４分

【内容】低い所からの転落は体を捻ること
もなく、頭から落ちて大怪我をする恐れ
がある。わずか１メートルの高さでも、大
切な命を奪ってしまうことを解説

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ １８分

転倒予防体操
～滑り・つまずき・踏み外しを防ぐ～

新版１メートルは一命取る！
第３巻　可搬式足場台・脚立・移動はしごか
ら落ちないために

　地方公務員災害補償基金では、公務災害防止の観点からＤＶＤを制作及び購入しています。

タイトル

　貸出を希望される団体（地方公務員災害補償基金福岡県支部の所管に属する地方公共団体等に限りま
す）は、公務災害防止関係視聴覚教材貸出規程に基づき、必要書類を福岡県支部に提出ください。
　なお、貸出期間は、発送及び返送に要する期間を除き、７日以内とします。

「災害事例集」転倒の恐怖

これだけは守ろう
基本ルール１７ヵ条
繰り返し災害をなくすために



【内容】実際に起こった災害事例をドキュ
メントに追いながら、災害はどのように起
こったか、不安全行動の原因、無事故と
事故発生の分かれ目、物的事故と人的
事故の分かれ目は何かを解説

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ １４分

【内容】熱中症・の分類とその症状、応急
処置、予防対策を解説。また、脳梗塞に
ついての原因、予防、現場や日頃の生活
についても解説

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ １６分

【内容】トップが率先垂範することの大事
さ、安全を重視することが品質と生産性
の向上につながることを解説

【視聴対象者】管理職

ＤＶＤ ２０分

【内容】病院等で起こりうる針刺し切創に
ついて、ドラマ編、事例と対策編、解説
編、そして組織的な取組み編を解説

【視聴対象者】医療関係従事者等
ＤＶＤ ８７分

【内容】学校給食の調理現場で起こりうる
災害について、作業前準備、荷受け・下
処理、調理、配膳・配送、洗浄・清掃、と
作業工程順にまとめ、災害防止における
注意や対策を解説

【視聴対象者】調理員

ＤＶＤ ２７分２１秒

【内容】清掃事業で起こりうる災害につい
て、出発準備、燃えるゴミの収集作業、
施設作業（ゴミ焼却施設、選別・粉砕・圧
縮・減容施設）、そのたの事例と作業工
程ごとにまとめ、災害防止における注意
や対策を解説

【視聴対象者】清掃関係従事者

ＤＶＤ ２４分５０秒

温故知新 安全こそ繁栄への道＜復刻版＞

ＩＦの分岐点～針刺し切創を防ぐ～

学校給食事業の公務災害ゼロを目指して

清掃事業の公務災害ゼロを目指して

災害抽選機は廻る
～不安全行動をしないために～

熱中症の危険と脳梗塞



【メンタルヘルス関係】

内容 方式 時間

【内容】ストレスフルな毎日を送る職員
が、ストレスチェックの結果を活かした場
合と活かさなかった場合を比較して、スト
レスチェック制度の活かし方とセルフケア
の方法を考える

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ ２５分

【内容】何がパワハラを生み、どのような
行為がパワハラになるのか、３つの事例
から職場全員でパワハラを正しく理解す
る基礎的教材

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ ２８分

【内容】重大事故・事件・自然災害など何
らかの惨事に職場や労働者が遭遇、被
災した場合に、長期的な落ち込みや
PTSDに至らないための予防策を細かく
解説

【視聴対象者】全職員

ＤＶＤ ３０分
働く人の被災後の心のケア
～トラウマ・PTSDを知る～①被災者編

元気な職場をつくる
メンタルヘルス７
１　ストレスチェックを活用したセルフケア

パワーハラスメントを考える
１パワハラを正しく理解するために

タイトル

メンタルヘルス三次予防対策
こころのケア～職場復帰と再発防止～

ＤＶＤ ２６分

【内容】メンタルヘルス対策のうち職場復
帰・再発防止である第三次予防対策につ
いて、５つのステップに分けて、本人や周
囲の人々がどのように接すればよいか等
を解説。的確な第三次予防対策を行うこ
とが、セーフティーネットとしての役割の
みならず、職場の活力を維持することに
も繋がる。

【視聴対象者】全職員


